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 温位座標における冬季北半球の寒気流出の解析 ～変動特性～ 








































再解析データ(Onogi et al. 2007)である。解
析期間は 1981～2012年 1月 (6時間ごと) 
であり、水平解像度が 2.5度×2.5度のもの
を使用した。また NOAA提供の月平均 AOI 
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図 2 寒気質量の年々変動 
(shade:標準偏差、contour:寒気質量の気候値(50hPa間隔)) 
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